
1.台帳
【場所】 新潟車両センター構内排水管
【管種】 ヒューム管
【管径】 φ300mm、φ450mm
【延長】 水路延長 416.15m、本管 327.5m、修理 本管327.5m
【土被り】 1.5m

２．施工前の状況
【現場の状況】

当該、排水管は、新潟車両センター内の排水設備の1つである。
本排水管は本管と枝管から構成されており、本管は、上流側より集水桝まで
327.5ｍ、枝管が88.65ｍと全長416.15ｍである。
当該排水路はヒューム管の老朽化と車両センター全体の地盤沈下などの影響で
管がたるみ、通水状態が悪かった。
設置してある桝も腐食しており、管口付近から浸入水も確認された。
このため、鉄道排水設備維持管理に豊富な実績と経験を持つＦＣＲ工法協会に
調査と補修を依頼した。

※ 線路横断部分

今回の調査で、桝が
埋まっていることが判明した.

図２－１ 現場の状況（平面図）
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【排水設備の状況】

詳細な調査をした結果、地盤沈下と管の老朽化で劣化がはげしく排水路として

の機能低下が確認された。

管の状況は、以下の通りである。

破損箇所 45箇所、クラック 83箇所、隙間・ズレ 29箇所、たるみ 63箇所、

モルタル付着 7箇所、浸入水 74箇所、突出し・接合不良 5箇所、木の根

2箇所、その他23箇所を確認した。常に管内は、水が常に溜まっており、陥没等

の発生を招く可能性のある危険な状態でした。

図２－２ カメラ調査集計票



図２－３ カメラ調査写真

図２－４ カメラ調査結果に基づく補修について



３.施工条件
(１)車両センター構内作業になる為、キャビン見張とした。

（キャビン見張員には、事前に必要な講習終了者を配置した。）
(２)現場が、車両センター構内の為、作業箇所への電車の進入の規制や施工の順序等

について、事前に担当者と綿密な打合せを行なった。
(３)雨天の場合は、特に水量が増え水替えが間に合わず作業が出来なくなるので、

天候等も考慮した。
(４)№2から№3の区間は、水が抜けなく施工が出来ないので、中間に桝を設置してか

らの施工となった。
(５)№6～9の桝のうち、№7,8の桝は管内カメラでは確認されたが、軌道上のため桝

を掘り当てることができなかった。そこで、№6の桝を堀り、№6～№9を通しで
ライニングを行った。夜間作業に関して、車両センターとの打合せで施工日を決
めて、その範囲内で全ての作業を終了した。

４．対策の検討

【検討した工法・・・ＦＣＲガラスライナー工法】
現場では列車侵入を制御し行うことになるが、施工車が排水管に近寄れない箇所
もあり、ＦＣＲライナー工法が適していると判断した。
また、以下の点を考え、耐久薬品性を考慮し、建設扱いの材料で行いたいと要望
があったためＦＣＲガラスライナー工法で検討した。
①汚水管は別に設置されているが、タンクを空にした時に汚水が流れ込む可能性
がある。

②油を含んだ水が流れ込む可能性がある。
③地盤が悪い。



５．施工(ＦＣＲライナー工法 ガラスタイプ)

一部の管(№2～№3、№4～№5、
№5～№6の間)において、管渠内
の木の根・露出パッキン・突き出
し部の除去や処理を行った。

 

【①前処理工】

【②高圧洗浄】

【③調 査】

【④スリップシート引込み】

【⑤ライナー引込み】

【⑥加熱硬化】

【⑦管口処理】
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図５－１ 施工フロー
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